
人吉市関連施設
カルチャーパレス（下城本町1578番地１） ☎24−3311

スポーツパレス（下城本町1566番地１） ☎22−1688

水道局お客様センター（市役所２階） ☎22−5497

人吉城歴史館（麓町18番地４） ☎22－2324

保健センター（市役所横） ☎24−8420

石野公園（赤池原町1425番地１） ☎22−6700

鉄道ミュージアム（中青井町343番地14） ☎23－2000

図書館（下城本町1578番地１） ☎24－3518

くまりば（相良町４番地２） ☎22－5183

人吉市役所　☎２２－２１１１( 代表 )
住所　�〒 868-8601　人吉市西間下町７番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分（木曜
は～午後７時）
開庁日　月～金曜 ( 土・日曜、祝日、年末年始を除く )
ホームページ　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市の住民基本台帳人口
令和７年７月末日現在　※（ ）は前月比

人吉市のマイナンバー
カード保有率
80.9％

（令和７年７月末）
（総務省発表）

総数 29,208人（－   16 人）

男 13,575人（＋　 ４人）

女 15,633人（－   20 人）

世帯数 15,093世帯（－ ４世帯）

市税務課収納係（内線１０５５）問

人の動き

▲市ホームページ ▲窓口の混雑状況

ふるさと納税ふるさと納税

寄付件数と寄付額
令和７年７月
886 件

1,967 万７千円
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お人よし
令和２年７月豪雨からの復旧・復興情報
話題をおって
情報ひろば・保健センターだより
ひとよしのお仕事file
地域おこし協力隊通信
川畑式　脳いきいきパズル
子育て通信
ようこそとしょかんへ！
はい、こちら消費生活センターです
市長日記
Let's お手

し ゃ

話べり
各種相談ガイド
ひとよしの情報発信
行事カレンダー
編集後記

連載

隔月

便利な口座振替を
ご利用ください。

納期限
９月30日（火）

９月の納税
・固定資産税（第３期）
・国民健康保険税（第３期）
・介護保険料（第３期）
・後期高齢者医療保険料
　（第３期）

市環境課廃棄物対策係（内線２０７２）問

祝日のごみ収集
ごみ分別アプリ９/15（月） ９/23（火）

○
燃えるごみだけ ×

クリーンプラザへの持ち込みはできません。
９月15日は月曜が収集日の地区だけ収集します。

「
カ
ン
カ
ン
ッ
」。
鋼
板
を
鉄

の
つ
ち
で
た
た
く
音
が
響

く
、鍛
冶
工
房「
岡お
か
ひ
で秀

」（
下
原
田
町
）。

岡
さ
ん
は
「
手
曲
が
り
の
こ
ぎ
り
」

な
ど
を
手
作
業
で
仕
上
げ
る
伝
統
的

な
の
こ
ぎ
り
づ
く
り
の
技
を
継
ぐ
全

国
で
も
数
少
な
い
鍛
冶
師
だ
。

　

の
こ
ぎ
り
鍛
冶
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
た
の
は
、
高
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
の
こ
と
。
父
の
秀
雄
さ
ん
に
兄

と
弟
子
入
り
。
父
か
ら
は
言
葉
で
は

な
く
「
見
て
真
似
る
」
こ
と
で
技
術

を
習
得
し
た
。
修
行
に
励
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
兄
が
急
逝
し
た
た
め
、
必

然
的
に
２
代
目
を
継
ぐ
こ
と
に
。
そ

れ
か
ら
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

寝
る
間
も
惜
し
み
な
が
ら
常
に
技
術

を
磨
き
続
け
た
。

　

岡
さ
ん
が
生
み
出
す
の
こ
ぎ
り

は
、
良
質
な
安や
す
き来
鋼は

が
ね

を
使
用
。 

鋼

板
を
熱
し
て
柔
ら
か
く
し
叩
き
の
ば

す
鍛
造
か
ら
、
仕
上
げ
ま
で
約
17
工

程
全
て
を
手
作
業
で
行
う
。
最
も
難

し
い
の
は
、
高
温
で
不
規
則
に
生
じ

る
「
ひ
ず
み
」
を
つ
ち
と
定
規
で
ミ

リ
単
位
に
調
整
す
る「
ひ
ず
み
取
り
」

と
呼
ば
れ
る
作
業
。
完
成
に
向
け
た

作
業
を
経
る
た
び
に
、
別
の
ひ
ず
み

が
生
じ
る
。
そ
れ
ら
を
ひ
た
す
ら
取

り
除
く
と
完
成
だ
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
対
応
す
る
な
ど
、
手
作
り
で
し

か
で
き
な
い
き
め
細
や
か
な
対
応
力

は
評
価
が
高
く
、
全
国
各
地
の
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
注
文
が
入
る
。
天
皇
陛
下

ご
使
用
の
の
こ
ぎ
り
を
二
度
製
作
し

た
経
験
も
あ
り
、
実
績
は
十
分
だ
。

　
「
職
人
は
仕
事
が
で
き
な
く
な
る

ま
で
が
修
行
」。
こ
れ
か
ら
も
手
作

り
に
こ
だ
わ
り
、
技
術
を
磨
き
続
け

て
い
く
。

九州でただ一人伝統的なのこぎりづくりを
引き継ぐのこぎり鍛冶師

岡 正文さん（下原田町）

▲�３本のつちを使い分けて、のこぎりのひ
ずみを取り除く

▲�最盛期には、数千丁の注文を受けたこと
も。家族総出で製作に取り組んだ

おか まさふみ
　1956年７月生まれ。趣味は子ども
の頃から続けている鳩レース。愛鳩家

（あいきゅうか）たちが飼育している
鳩を、同じ場所から同時に放し、誰の
鳩が一番早く帰ってくるかを競う。こ
れまでに千㌖の距離を帰還させた経験
も。現在は、約150羽の鳩を飼育して
いる。
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